
28古紙パルプ配合率70%の再生紙と、植物性大豆油インキを
使用し、環境に優しい水なし印刷方式を採用しています。

市の木「ブナ」 市の花「ヤマブキ」 市の鳥「ウグイス」

固定資産税（３期）
国民健康保険税（３期）の納期です

９月は

秀典さん、美月さん
ご夫妻の長男（東大

畑）

パパからひとこと
大きくなったら
いっぱい遊ぶぞ！

ママからひとこと
モリモリ食べて、
元気いっぱいな子に

なってね！

H19.9

菊地　楓芽くん
※わが家のアイドルを募集中！
　詳しくは総務課広報広聴係
　（022-1331）へ
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「夜間収納総合窓口」開設のお知らせ（市で取り扱うすべての税金・料金の納入）
　仕事などでお忙しい方、ぜひご利用ください。
●日時　９月26日（水）･９月27日（木）、17:30～19:30（市税は17:30～20:00）
●場所　市庁舎１階　収納管理室ほか

小室　雄士さん
（小原小・３年）

グルグルかくかく

●ＤＶ・セクハラ相談
毎週月･水･金　9:00～17:00
男女共同参画相談支援センター（ふれあいプラザ内）
※電話相談も実施しています。　☎22-6035

●家庭児童相談
毎週月～金　8:30～16:00
総合福祉センター　☎22-1400

●青少年相談
毎週月･火･木･金　8:30～16:30
市庁舎４階　青少年相談センター　☎22-1342（内線445）

●消費生活相談
毎週月･水･金　9:00～16:00
消費生活相談室（いきいきプラザ内）　☎22-0783

●いじめ相談（アイライン）
Eメール　i-line@city.shiroishi.miyagi.jp　【24時間受け付け】
※電話相談も実施しています。（毎週月～金　8:30～16:30）
いじめ問題等対策室（教育委員会内）　☎22-1350

「しろいし安心メール」の登録方法
「shiro-i@posh.jp」あてに空メールを送信して、案内に従ってご登録ください。
二次元バーコード対応携帯電話をお持ちの方は、下のバーコードをご利用ください。

ふう   が

毎日新聞「仲畑流万能川柳」で
年間大賞を受賞

樫山　昭章さん
　時には社会を鋭く風刺し、ま
た時にはそのユーモアあふれ
る内容で読む人の心を楽しま
せる川柳。毎日新聞の川柳欄
「仲畑流万能川柳」は、伝統的

な川柳観にとらわれない「分かりやすく誰にでもできる川柳」をモットーに
幅広い層から人気を集め、その投句数は年間約50万句と、国内最大規模
を誇ります。この「仲畑流万能川柳」で昨年の年間大賞を受賞したのが、市
内在住で白石市精神障害者小規模通所授産施設「ポプラ」の施設長を務
めている樫山昭章（柳名：よねづ徹夜）さんです。昨年４月に投句した「人間
の評価ではないお給料」という作品が、人間の価値の本質を鋭く突いてい
るとして、選者の仲畑貴志さんから高く評価されました。「川柳は楽しい趣
味です。」と話す樫山さんに、作品づくりに対する意気込みや、川柳の魅力
について伺いました。

●受賞おめでとうございます。今のお気
持ちをお聞かせください。

　ありがとうございます。受賞決定の一報
を受けた時は本当に驚きました。たくさん
の方がこの賞を目標に頑張っている中で
受賞できたことをとてもうれしく思いま
す。投句を始めてからちょうど10年になり
ますが、この節目の年に大変栄誉ある賞を
いただいたということで思いも格別です。
今回の受賞を励みして、これからも頑張っ
ていきたいと思います。

●月平均で100句ほど詠むとお聞きしましたが、大変な数ですね！
　あくまで趣味として詠んでいますので、詠むに当たって特に苦労すると
いうことはありません。川柳づくりはとても楽しい作業です。頭に思い浮か
んだことを素直に表現して、なおかつ、子どもさんから高齢者の方まで、す
べての人が見ただけで句の意味を理解できるような表現を心掛けていま
す。川柳の最大の魅力は、その「表現の自由さ」にあります。季語や旧カナ
を使う必要もありません。思い浮かんだ言葉を17文字の中に集約するこ
とに、川柳づくりの妙味があります。簡単な表現である分、奥も深い。流派
もいろいろとあるようですが、私はこれまでずっと自分流で川柳を詠んで
きました。テレビや新聞、自分が経験したことなど、題材は周りにあふれて
います。皆さんもぜひ一句詠んでみてください。きっとその面白さに気付
くはずです。
●今後の抱負と市民の皆さんへのメッセージをどうぞ！
　近年、白石市でも高齢化が進んでいると聞いていますが、川柳は高齢者
の皆さんにとって最適な趣味になると思います。さまざまな分野に興味が
広がりますし、認知症の予防にも役に立ちます。私にできることがあれば、
可能な限りお手伝いをしたいと考えていますので、ぜひ始めていただけれ
ばと思います。
　川柳は奥が深く、私自身まだまだ勉強が必要だと思っています。これか
らも頑張りますので、温かく見守っていただければと思います。

　

▲5月19日に毎日新聞東京本社
で行われた表彰式で、ほかの受
賞者と一緒に記念撮影

▲記念の賞状を手に、「川柳だけはあきずにずっと続けています。」
と話してくださいました。
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